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は
じ
め
に

二
〇
一
二
年
、『
古
事
記
』
は
成
立
か
ら
一
三
〇
〇
年
を
経
た
こ
と
に
な
る
。

現
在
の
『
古
事
記
』
研
究
に
お
い
て
は
、
重
要
な
新
資
料
の
発
見
な
ど
は
ほ
と

ん
ど
期
待
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
す
で
に
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の

を
捉
え
な
お
す
ば
か
り
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
本
稿
も
そ
う
し
た
試
み
の
一
つ

に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
矢
嶋
泉
「
和
銅
五
年
の
序―

『
古
事
記
』
序

文
研
究
史
の
陥
穽

）
1
（

―

」
は
刮
目
す
べ
き
論
で
あ
っ
た
。
矢
嶋
は
従
来
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
資
料
を
示
し
て
、
そ
の
実
質
を
上
表
文
と
捉
え
ら
れ
て
き

た
『
古
事
記
』
序
文
が
、「
上
表
形
式
を
も
つ
序
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

の
で
あ
る
。
正
し
く
序
文
と
捉
え
る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
を
う
け

て
、
『
古
事
記
』
序
文
に
あ
ら
わ
れ
る
稗
田
阿
礼
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
問
い

な
お
し
て
み
た
い
。

稗
田
阿
礼
は
何
を
し
た
の
か

―

修
史
事
業
に
お
け
る
『
古
事
記
』
の
位
置
づ
け―

中
　
　

野
　
　

謙
　
　

一

一
於
是
、
天
皇
詔
之
「
朕
聞
、
『
諸
家
之
所

帝
紀
及
本
辞
、
既
違
正
實
、

多
加
虚
偽
。
』。
當
今
之
時
、
不
改
其
失
、
未
経
幾
年
其
旨
欲
滅
。
斯
乃
、

邦
家
之
経
緯
、
王
化
之
鴻
基
焉
。
故
惟
、

録
帝
紀
、
討
覈
舊
辞
、
削
偽

定
實
、
欲
流
後
葉
。」
。
時
有
舎
人
。
姓
稗
田
、
名
阿
礼
、
年
是
廿
八
。
為

人
聡
明
、
度
目
誦
口
、
拂
耳
勒
心
。
即
、
勅
語
阿
礼
、
令
誦
習
帝
皇
日
継

及
先
代
舊
辞
。
然
、
運
移
世
異
、
未
行
其
事
矣
。 

（
序
文
第
二
段

）
2
（

）

於
焉
、
惜
舊
辞
之
誤
忤
、
正
先
紀
之

錯
、
以
和
銅
四
年
九
月
十
八
日
、

詔
臣
安
萬
侶
、

録
稗
田
阿
礼
所
誦
之
勅
語
舊
辞
以
獻
上
者
、
謹
随
詔

旨
、
子
細
採

。 

（
同
　

第
三
段
）

稗
田
阿
礼
の
存
在
は
、
右
の
記
述
の
み
に
よ
り
確
認
さ
れ
、
『
日
本
書
紀
』

や
『
続
日
本
紀
』
に
は
ま
っ
た
く
あ
ら
わ
れ
な
い
。『
古
事
記
』
自
体
が
正
史
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二

に
み
え
ず
、
そ
の
こ
と
が
偽
書
説
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
臆
測
を
生
ん

で
き
た
わ
け
だ
が
、
阿
礼
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
も
似
た
よ
う
な
見
方
が
で

き
る
。
実
際
、
偽
書
説
に
よ
ら
な
い
と
こ
ろ
で
も
、
松
本
清
張
が
阿
礼
を
「
架

空
の
人
物
」
と
論
じ
て
い
る

）
3
（

。
し
か
し
、
序
文
を
含
む
『
古
事
記
』
が
元
明
天

皇
に
献
上
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
架
空
説
で
は
太
安
萬
侶
が
天
皇
に
対

し
重
大
な
偽
り
を
述
べ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
こ
れ
以
上
と
り
あ
げ

る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
現
在
ま
で
広
汎
に
わ
た
り
影
響
を

及
ぼ
し
て
き
た
阿
礼
女
性
説
が
臆
説
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。女

性
説
は
、
平
田
篤
胤
の
次
の
記
述
に
始
ま
る

）
4
（

。

…
…
阿
礼
は
実
に
天
宇
受
売
命
の
裔
に
て
、
女
舎
人
な
る
と
所
思
た
り
。

…
…
さ
て
女
刀

な
ら
む
に
は
、
命
婦
ま
た
宮
人
な
ど
書
べ
き
に
舎
人
と

書
れ
ば
、
な
ほ
男
刀

な
る
べ
く
、
思
ふ
も
有
べ
け
れ
ど
、
稗
田
氏
に

て
、
宇
受
売
命
の
裔
な
れ
ば
、
女
と
言
ざ
ら
む
も
、
女
な
る
こ
と
、
其
世

に
は
分
明
き
事
な
れ
ば
、
通
用
ふ
る
字
を
書
る
な
ら
む
。
然
る
は
、
宇
受

売
命
の
裔
は
、
女
の
仕
奉
る
例
な
れ
ば
な
り
。
名
の
さ
ま
も
男
と
は
聞
え

ず
。
ま
た
彼
志
斐
嫗
が
事
な
ど
を
も
、
思
ひ
合
せ
て
弁
ふ
べ
し
。

篤
胤
は
、
阿
礼
が
「
舎
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
に
男
性
と
す
る
考
え
の

あ
る
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
も
、
稗
田
氏
が
「
天
宇
受
売
命
の
裔
」
と
さ
れ
る

こ
と
や
阿
礼
の
名
が
男
性
ら
し
く
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
、「
志
斐
嫗
」
の
よ
う

な
女
性
の
語
り
部
を
想
像
し
た
の
で
あ
る
。

女
性
説
の
根
拠
は
、
右
に
ほ
ぼ
出
尽
く
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
阿
礼
の

名
が
神
の
誕
生
を
意
味
す
る
と
い
う
柳
田
国
男
の
説

）
5
（

や
、
そ
れ
を
受
け
て
阿
礼

を
巫
女
な
い
し
シ
ャ
ー
マ
ン
と
す
る
説

）
6
（

も
含
め
て
、
稗
田
の
氏
と
阿
礼
の
名
か

ら
発
し
た
の
が
女
性
説
な
の
で
あ
る
。
対
す
る
反
論
と
し
て
は
、「
舎
人
」
の

語
に
女
性
を
指
し
て
用
い
ら
れ
た
例
の
な
い
こ
と
を
挙
げ
る
も
の
が
多
い

）
7
（

。
し

か
し
、女
性
説
は
「
舎
人
」
の
問
題
を
承
知
の
上
で
出
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

さ
し
て
有
効
な
反
論
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
女
性
説
の
根
拠
た
る

氏
と
名
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
、
稗
田
氏
に
関
し
て
は
、
阿
礼
を
除
け
ば
記
紀
や
『
新

姓
氏
録
』
に

み
え
ず
、
氏う

じ

名な

が
大
和
国
添
上
郡
稗
田
の
地
名
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
い

う
こ
と
く
ら
い
し
か
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
し
、「
弘
仁
私
記
序
」
に
阿
礼
を
「
天

鈿
女
命
之
後
也
」
と
す
る
注
記
が
み
え
る
た
め

）
8
（

、

女
君
氏
の
一
族
と
さ
れ
て

き
た
。
ま
た
、
鎮
魂
祭
に
お
け
る
演
舞
な
ど
を
も
っ
て
宮
廷
に
仕
え
た
「

女
」
と
し
て
、
延
喜
年
間
に
「

田
福
貞
子
」・「

田
海
子
」
が
あ
っ
た
こ
と

も
み
え
る

）
9
（

。
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
は
早
く
篤
胤
が
指
摘
し
て
い
る
。

稗
（

）
田
氏
が

女
君
（
公
）
氏
の
一
族
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

男
性
説
の
立
場
か
ら
も
疑
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
次
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

そ
の
点
も
確
実
と
は
い
い
が
た
い
。

太
政
官
符

）
10
（

　

応
レ

貢
二

女
一

事
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稗
田
阿
礼
は
何
を
し
た
の
か
　

（
中
野
謙
一
）

三

右
得
二

従
四
位
下
行
左
中
弁
兼
摂
津
守
小
野
朝
臣
野
主
等
解
一

。

女

之
興
。
国
史
詳
矣
。
其
後
不
レ

絶
今
猶
見
在
。
又

女
養
田
在
二

近
江
国

和
邇
村
。
山
城
国
小
野
郷
一

。
今
小
野
臣
。
和
邇
部
臣
等
。
既
非
二

其
氏
一

被
レ

供
二

女
一

。
熟
捜
二

事
緒
一

。
上
件
両
氏
貪
二

人
利
田
一

不
レ

顧
二

恥
辱
一

。

拙
吏
相
容
無
レ

加
二

督
察
一

也
。
乱
二

神
事
於
先
代
一

。
穢
二

氏
族
於
後
裔
一

。

積
レ

日
経
レ

年
恐
成
二

旧
貫
一

。
望
請
。
令
下
二

所
司
一

厳
加
二

捉
搦
断
レ

用
レ

非
レ

氏
。
然
則
祭
祀
無
レ

濫
。
家
門
得
レ

正
。
謹
請
二

官
裁
一

者
。
捜
二

―

旧

記
一

所
レ

陳
有
レ

実
。
右
大
臣
宣
。
奉
レ

勅
。
宜
レ

改
二―

正
之
一

者
。
仍
両
氏

女
永
従
二

停
廃
一

。
定
二

女
公
氏
之
女
一
人
一

。
進
二

縫
殿
寮
一

。
随
レ

闕
即
補
。
以
為
二

恒
例
一

。

　
　

弘
仁
四
年
十
月
廿
八
日

右
に
よ
り
、
弘
仁
四
（
八
一
三
）
年
以
降
、

女
公
氏
が
「
女
一
人
」
を

女
と
し
て
継
続
的
に
貢
進
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し

か
し
、
『
延
喜
式
』
縫
殿
寮
条
に
は
四
名
以
上
の

女
が
同
時
に
存
在
し
た
こ

と
が
み
え
る
か
ら

）
11
（

、
小
野
臣
・
和
邇
部
臣
の

女
が
「
非
二

其
氏
一

」
と
い
う

理
由
で
廃
さ
れ
た
後
も
、

女
公
氏
が
定
員
を
独
占
し
た
と
は
即
断
で
き
な

い
。
「
其
氏
」
と
は
、
由
緒
正
し
き

女
貢
進
氏
族
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は

女
公
氏
に
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
延
喜
年
間
に

女

で
あ
っ
た
福
貞
子
ら
は
無
姓
の
稗
田
氏
の
出
身
で
あ
っ
て
、

女
公4

氏
と
は
い

え
な
い
。

名
公
氏
の
一
族
が
地
名
の
稗
田
を
氏
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
稗
田

公0

氏
を
称
し
た
は
ず
で
あ
る
。

女
公
氏
は
本
来
、

女
を
貢
進
す
べ
き
氏
族
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
と

え
ば
、
采
女
臣
と
い
う
氏
族
は
、
采
女
を
供
出
す
る
の
で
は
な
く
采
女
の
事
を

掌
る
負
名
氏
で
あ
る
。

女
公
も
、

女
の
統
轄
な
い
し
扶
養
を
役
目
と
す
る

氏
族
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
官
符
に
み
え
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
弘
仁

四
年
以
前
に
お
い
て
は
、
小
野
臣
や
和
邇
部
臣
と
い
っ
た

女
公
氏
以
外
の
氏

女
が

女
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
政
事
要
略
』
糺
弾
雑
事
条
に

「
右
少
史

女
副
雄
」
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り

）
12
（

、
弘
仁
年
間
に
無
姓

女
氏
の

存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
れ
は
実
際
に

女
を
出
し
た
氏
族
で
あ

ろ
う
か
。
稗
田
氏
も
弘
仁
以
前
か
ら

女
を
出
し
う
る
氏
族
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
お
そ
ら
く
『
日
本
書
紀
』
の
流
布
に
よ
っ
て

女
君
の
権
威
が
増
大
し
た

た
め
、

女
を
貢
進
す
る
う
え
で
天
鈿
女
命
の
後
裔
を
称
す
る
必
要
が
生
じ
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
主
張
が
「
弘
仁
私
記
序
」
の
採
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
稗
田
氏
と

女
公
氏
を
安
直
に
結
び
つ
け
る
の
は
危
う

い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

二

次
に
、
阿
礼
と
い
う
名
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。
柳
田
国
男

は
「
生あ

れ
」
と
断
じ
、
「
神
懸
り
の
女
性
が
一
様
に
さ
う
呼
ば
れ
る
」
も
の
と

捉
え
た

）
13
（

。
女
性
説
を
否
定
す
る
西
宮
一
民
は
、「
下
総
国
葛
餝
郡
大
嶋
郷
戸
籍
」

に
み
え
る
「
荒あ

れ

」・「
荒あ

れ

売め

」
の
名
を
挙
げ
て
、
女
性
な
ら
「
阿
礼
売
」
と
な
る

―  168 ―
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べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る

）
14
（

。
し
か
し
、
序
文
に
「
姓
稗
田
、
名
阿
礼
」
と
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
阿
礼
を
実
名
と
考
え
な
い
の
が
柳
田
以
降
の
女
性
説
な
の
だ
か

ら
、
反
論
と
し
て
は
ま
っ
た
く

み
合
わ
な
い
も
の
と
い
え
る
。
阿
礼
が
当
時

の
一
般
的
な
男
性
名
と
み
な
し
う
る
こ
と
を
示
そ
う
と
い
う
の
な
ら
理
解
で
き

る
が
、「
荒
」
が
ア
レ
で
あ
る
保
証
は
な
く
、
ア
ラ
な
ど
と
も
訓
め
そ
う
で
あ

る
。ア

レ
と
い
う
語
は
、「
生
れ
」
の
ほ
か
に
「
荒
れ
」
や
「
吾
」
な
ど
が
あ
り
、

柳
田
の
よ
う
に
「
生
れ
」
の
意
と
す
る
必
然
性
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
阿
礼

の
名
の
由
来
と
し
て
は
、
固
有
名
詞
の
「
阿
礼
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
考
慮
す

べ
き
で
あ
る
。
『
新

姓
氏
録
』
河
内
国
皇
別
に

）
15
（

、

阿
礼
首
。
守
公
と
同
じ
き
祖
。
大
碓
命
の
後
な
り
。

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
表
記
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
阿
礼
首
氏
は
他
の
資
料
に

み
え
ず
、
ど
の
よ
う
な
氏
族
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
阿
礼
の
氏う

じ

名な

が
地
名
に
も

と
づ
く
も
の
と
す
れ
ば
、
氏
名
と
地
名
の
「
阿
礼
」
が
存
在
し
た
こ
と
に
な

る
。『
萬
葉
集
』
巻
一
・
五
八
番
歌
に
も
地
名
「
安
礼
乃
埼
」
が
み
え
る
。

嵯
峨
朝
以
前
の
皇
室
に
お
い
て
、
皇
子
女
の
名
と
し
て
乳
母
の
氏う

じ

名な

が
用
い

ら
れ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る

）
16
（

。
ま
た
、
地
名
を
名
と
し
た
こ
と
が
確
実
な
例

と
し
て
は
、
「
大
伯
皇
女
」
が
挙
げ
ら
れ
る

）
17
（

。
以
上
は
皇
子
女
名
だ
が
、
臣
下

の
名
の
な
か
に
も
、
氏
名
な
い
し
地
名
を
用
い
た
と
み
ら
れ
る
も
の
は
少
な
く

な
い
。
天
武
朝
に
か
ぎ
っ
て
も
、
「
忍
海
造
大
国
」
・
「
曾
根
連
韓
犬
」
・
「
犬
養

連
大
伴
」・「
丹
比
真
人
島
」
・「
大
伴
連
望
多
」・
「
路
真
人
迹
見
」
・「
多
朝
臣
品

治
」
・「
高
田
首
新
家
」
な
ど
が
あ
る

）
18
（

。

以
上
に
よ
れ
ば
、
阿
礼
の
名
は
阿
礼
首
氏
、
あ
る
い
は
地
名
に
由
来
す
る
名

で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
当
時
の
男
性

名
と
し
て
何
ら
不
自
然
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
篤
胤
が
「
名
の

さ
ま
も
男
と
は
聞
え
ず
」
と
感
じ
た
の
が
、
そ
も
そ
も
誤
っ
て
い
た
わ
け
で
あ

る
。結

局
、
氏
の
稗
田
も
名
の
阿
礼
も
、
女
性
と
み
な
す
べ
き
根
拠
に
は
な
り
え

な
か
っ
た
。
「
舎
人
」
の
語
を
自
然
に
解
し
、
男
性
と
す
る
の
が
正
し
い
こ
と

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
本
題
に
入
ろ
う
。

三

稗
田
阿
礼
は
何
を
し
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、「
誦
習
」
の
語
義

や
「
勅
語
旧
辞
」
の
内
容
な
ど
を
め
ぐ
る
論
争
が
展
開
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、

い
さ
さ
か
微
視
的
な
方
向
に
傾
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

『
古
事
記
』
序
文
の
文
脈
を
巨
視
的
に
捉
え
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。

臣
安
萬
侶
言
、
夫
、
混
元
既
凝
、
氣
象
未
效
。
無
名
無
為
。
誰
知
其
形
。

然
、
乾
坤
初
分
、
参
神
作
造
化
之
首
、
陰
陽
斯
開
、
二
霊
為
群
品
之
祖
。

所
以
、
出
入
幽
顕
、
日
月
彰
於
洗
目
、
浮
沈
海
水
、
神
祇
呈
於
滌
身
。
故
、

太
素
杳

、
因
本
教
而
識
孕
土
産
嶋
之
時
、
元
始
綿
邈
、
賴
先
聖
而
察
生
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五

神
立
人
之
世
。
寔
知
、
懸
鏡
吐
珠
、
而
百
王
相
續
、
喫
釼
切

、
以
万
神

蕃
息
與
。
議
安
河
而
平
天
下
、
…
…
正
姓

氏
、
勒
于
遠
飛
鳥
。
雖
歩
驟

各
異
、
文
質
不
同
、
莫
不

古
以
縄
風

於
既
頽
、
照
今
以
補
典
教
於
欲

絶
。 

（
第
一
段
）

冒
頭
の
「
臣
安
萬
侶
言
」
は
、
第
三
段
末
尾
の
「
臣
安
萬
侶
、
誠
惶
誠
恐
、

頓
々
首
々
」
と
呼
応
し
て
上
表
形
式
を
な
す
部
分
で
あ
る
。
そ
の
間
に
挟
ま
れ

た
「
夫
」
以
下
、
第
三
段
の
「
并
録
三
巻
、
謹
以
獻
上
」
ま
で
が
、
言
上
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
こ
で
は
ま
ず
、
「
混
元
既
凝
」
と
宇
宙
の
混
沌
か
ら
述
べ
は
じ
め
た
も
の

の
、
そ
の
形
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。
「
誰
知
其
形
」
は
「
無
形
と

い
ふ
こ
と
を
強
め
て
言
つ
た

）
19
（

」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、「
無
形
と
い
ふ
こ
と
」

は
上
の
「
氣
象
未
效
」
に
含
ま
れ
る
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
強
調
す
る
理
由

が
わ
か
ら
な
い
。
右
の
傍
線
部
「
知
」・「
識
」・「
察
」
は
い
ず
れ
も
「
し
る
」

と
訓
読
さ
れ
、
こ
こ
で
は
ほ
ぼ
同
義
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
ら
の
文
字
を
用
い
て

構
成
さ
れ
た
の
は
、
安
萬
侶
や
そ
の
当
時
の
人
々
が
如
何
に
し
て
歴
史
を
知
る

か
を
論
じ
た
文
脈
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
混
沌
は
誰
も
知
り
え
な
い
、

「
然
」
れ
ど
も
、
天
地
が
分
か
れ
て
か
ら
の
出
来
事
は
、「
本
教
」・「
先
聖
」
に

よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。
実
際
に
『
古
事
記
』
本
文
は
、
混
沌
で
は

な
く
天
地
が
す
で
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
記
さ
れ
て
い
る
。

「
本
教
」
は
古
伝
承
、「
先
聖
」
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
も
の
の
、
本
居
宣

長
が
「
神
代
の
事
を
言
伝
へ
記
し
伝
へ
た
る
、
古
の
か
し
こ
き
人
た
ち
を
い

ふ
）
20
（

」
と
し
た
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。「
寔
知
」
と
い
う
語
は
、
文
と
し
て
は
「
万

神
蕃
息
與
」
ま
で
に
か
か
る
の
だ
が
、
内
容
的
に
は
「
議
安
河
而
平
天
下
」
以

下
「
正
姓

氏
、
勒
于
遠
飛
鳥
」
ま
で
続
い
て
い
く
か
ら
、
允
恭
の
事
績
ま
で

が
「
寔
知
」
を
う
け
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
神
代
か
ら
人
代
に
移
っ
て
も
、
そ

の
歴
史
を
知
る
に
は
口
承
書
承
の
古
伝
に
よ
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
序
文
第
一
段
は
、
過
去
を
単
に
回
顧
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、「
本

教
」
・「
先
聖
」の
お
か
げ
で
知
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
述
べ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
の
一
文
で
は
、
歴
代
天
皇
が
「

古
照
今
」
に
よ
っ
て
風
教
道
徳

が
廃
れ
る
の
を
補
い
正
し
て
き
た

）
21
（

、
と
い
う
。
第
一
段
全
体
を
通
じ
て
語
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
歴
史
と
は
如
何
な
る
も
の
か
、
で
あ
る
。
歴
史
は
口
承
書
承

の
古
伝
を
通
じ
て
知
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
が
今
の
政
治
に
必

要
で
あ
る
、
と
い
う
の
だ
。

四

序
文
の
な
か
で
は
、
『
古
事
記
』
の
成
立
を
直
接
語
る
部
分
に
ば
か
り
関
心

が
向
け
ら
れ
て
き
た
た
め
、第
一
段
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
、

序
文
全
体
を
捉
え
よ
う
と
す
る
と
き
、
第
一
段
の
も
つ
意
義
は
小
さ
く
な
い
は

ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
節
を
割
い
て
述
べ
た
が
、
第
二
段
・
第
三
段
に
つ
い
て

は
、
定
説
を
み
な
い
も
の
の
細
部
ま
で
論
じ
尽
く
さ
れ
て
い
る
観
も
あ
り
、
こ

こ
で
は
第
一
段
と
の
関
係
を
み
な
が
ら
大
雑
把
に
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
。

第
二
段
前
半
は
、
天
武
が
壬
申
の
乱
を
経
て
即
位
し
、
す
ぐ
れ
た
政
治
を
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六

行
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
歴
史
に
通
じ
て
い
た
こ
と
を
語
る
。
元
明
や
安
萬
侶
に

と
っ
て
、
壬
申
の
乱
と
天
武
朝
は
古
伝
を
通
し
て
知
る
よ
う
な
内
容
で
は
な
い

か
ら
、
こ
こ
以
降
の
文
脈
は
第
一
段
で
展
開
さ
れ
た
歴
史
論
と
は
異
な
る
。
し

か
し
、
無
関
係
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
天
武
の
即
位
後
の
政
治
と
と
も
に
歴

史
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
が
讃
え
ら
れ
る
の
は
、
第
一
段
で
政
治
に
お
け
る
歴

史
の
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
た
こ
と
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
段
後
半
は
冒
頭
に
引
い
て
あ
る
が
、
正
し
い
古
伝
が
失
わ
れ
よ
う
と
し

た
た
め
、
天
武
が
そ
れ
を
正
し
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
が
果
た
さ
れ
な

か
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
「
帝
紀
」
・
「
舊
辞
」
な
ど
の
正
確
な
内
容
・
形
態

に
つ
い
て
は
不
明
と
い
う
ほ
か
な
い
が
、
こ
こ
で
は
広
く
古
伝
を
記
し
た
書
物

と
捉
え
て
お
く
。
そ
れ
を
「
邦
家
之
経
緯
、
王
化
之
鴻
基
」
と
い
う
の
は
、
や

は
り
第
一
段
の
歴
史
論
に
合
致
す
る
。
そ
の
よ
う
な
国
家
の
大
事
と
し
て
、
修

史
事
業
が
開
始
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「

録
」・「
討
覈
」
に
つ
い
て

は
諸
説
紛
々
と
し
て
い
る
が
、
矢
嶋
の
よ
う
に
「

録
帝
紀
、
討
覈
舊
辞
」
と
、

天
武
十
（
六
八
一
）
年
の
「
帝
紀
」・
「
上
古
諸
事
」
の
記
定
事
業
と
を
、
同
一

と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

）
22
（

。

こ
こ
で
、
前
半
に
多
く
の
字
句
を
費
や
し
て
天
武
天
皇
の
こ
と
を
語
っ
た
理

由
も
明
ら
か
に
な
る
。
正
統
を
継
ぐ
偉
大
な
天
皇
、
か
つ
「

古
照
今
」
に
よ

る
政
治
を
体
現
し
た
天
皇
、
そ
の
よ
う
な
天
武
こ
そ
が
、
修
史
事
業
の
発
案
者

で
あ
っ
た
、
と
語
っ
て
い
る
わ
け
だ
。
そ
の
前
提
と
し
て
第
一
段
が
機
能
し
て

い
る
。
な
お
、
天
武
が
阿
礼
に
何
を
命
じ
た
か
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
序

文
が
そ
れ
を
、
正
し
い
古
伝
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
企
画
の
一
環
と
し
て

語
っ
て
い
る
の
は
た
し
か
で
あ
る
。

続
く
第
三
段
は
、
は
じ
め
に
元
明
の
高
徳
と
治
世
を
讃
え
、
そ
の
元
明
が
安

萬
侶
に「
稗
田
阿
礼
所
誦
之
勅
語
舊
辞
」
の

録
お
よ
び
献
上
を
命
じ
た
こ
と
、

安
萬
侶
が
そ
れ
に
応
じ
て
『
古
事
記
』
三
巻
を
記
し
て
献
上
す
る
こ
と
を
、
表

記
・
施
注
の
方
針
、
内
容
構
成
と
と
も
に
述
べ
る
。
大
筋
と
し
て
は
、
天
武
の

代
で
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
修
史
事
業
が
、
元
明
の
治
世
に
お
い
て
安
萬
侶
の
仕

事
に
よ
り
完
了
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
序
文
を
概
観
す
る
と
、
第
一
段
は
第
二
段
以
降
の
前
提
と
な

る
歴
史
論
、
第
二
段
と
第
三
段
は
修
史
事
業
の
展
開
に
関
す
る
叙
述
と
捉
え
ら

れ
る
。
歴
史
書
の
序
文
と
し
て
整
っ
た
内
容
と
い
っ
て
よ
い
が
、
第
二
段
・
第

三
段
の
叙
述
を
そ
の
ま
ま
史
実
と
み
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

五

『
古
事
記
』
序
文
の
記
述
と
、
『
日
本
書
紀
』
お
よ
び
『
続
日
本
紀
』
の
記
事

に
よ
り
う
か
が
わ
れ
る
修
史
事
業
の
展
開
と
を
比
べ
て
み
よ
う
。
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『
古
事
記
』
序
文

『
日
本
書
紀
』・『
続
日
本
紀
』

天
武
朝

開
始
（
？
）

「

録
帝
紀
、
討
覈
舊
辞
、
削

偽
定
實
、
欲
流
後
葉
」

？
（
？
）

「
勅
語
阿
礼
、
令
誦
習
帝
皇
日

継
及
先
代
舊
辞
」

開
始
（
681
）

川
嶋
皇
子
ら
に
「
帝
紀
」・「
上

古
諸
事
」
の
記
定
を
命
ず
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七

右
の
よ
う
に
、
両
者
に
は
ほ
と
ん
ど
重
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
。『
日
本
書

紀
』・『
続
日
本
紀
』
か
ら
は
、
修
史
事
業
の
一
環
と
み
る
こ
と
に
異
論
の
少
な

い
記
事
を
掲
げ
た
が
、
天
武
十
年
の
事
業
開
始
後
『
日
本
書
紀
』
成
立
ま
で
の

間
に
は
、
修
史
に
関
連
す
る
可
能
性
を
も
つ
記
事
が
散
見
す
る
。
序
文
は
そ
れ

ら
に
は
ふ
れ
ず
、
和
銅
四
（
七
一
一
）
年
に
到
っ
て
、
俄
に
元
明
が
「
稗
田
阿

礼
所
誦
之
勅
語
舊
辞
」
の

上
を
命
じ
、
わ
ず
か
四
か
月
余
で
完
了
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
開
始
時
期
が
一
致
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
後
の
展
開
に
お
い
て

両
者
は
ま
っ
た
く
交
わ
る
こ
と
が
な
い
。
実
際
に
行
わ
れ
た
修
史
事
業
の
な
か

に
『
古
事
記
』
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
か
ぎ
り
、
『
日
本
書
紀
』
に
結
実
す

る
事
業
と
の
関
係
を
合
理
的
に
説
明
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。

『
日
本
書
紀
』
は
正
史
と
し
て
の
位
置
が
明
確
で
あ
り
、
そ
の
成
立
を
も
っ

て
修
史
事
業
の
完
了
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、『
古
事
記
』
は
『
日

本
書
紀
』
編
纂
と
い
う
一
大
事
業
の
途
上
に
成
立
し
た
の
で
あ
り
、『
続
日
本

紀
』
も
そ
れ
に
ふ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
、
周
知
が
は
か
ら
れ
た
形
跡
が
な
い
。

少
な
く
と
も
、
「
欲
流
後
葉
」
と
い
う
天
武
の
遺
志
が
『
古
事
記
』
の
成
立
に

よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
三
つ
の
立
場
が
あ
り
う
る
。
一
つ
は
、
あ
く
ま
で
序
文
を
整
合
的
に

解
釈
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
た
と
え
ば
矢
嶋
は
、
天
武
朝
の
修
史
事
業

の
う
ち
、
『
日
本
書
紀
』
は
「
帝
紀
」
を
、『
古
事
記
』
は
「
上
古
諸
事
」
を
継

承
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
す
る

）
23
（

。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
は
両
書
の
内
容
は

重
な
り
が
大
き
す
ぎ
る
し
、『
古
事
記
』
の
序
文
が
「
帝
紀
」
に
繰
り
返
し
言

及
す
る
点
も
理
解
し
が
た
い
。
や
は
り
、
こ
の
立
場
に
は
限
界
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

二
つ
め
は
、
三
浦
佑
之
の
よ
う
に
序
文
を
偽
作
と
す
る
立
場
で
あ
る
が

）
24
（

、
偽

作
と
す
る
根
拠
は
ほ
と
ん
ど
矢
嶋
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る

）
25
（

。

第
三
の
立
場
と
し
て
、
内
田
賢
徳
の
次
の
よ
う
な
提
言
が
あ
る

）
26
（

。

そ
も
そ
も
こ
の
序
の
文
章
が
成
立
事
情
を
、
事
実
を
正
確
に
追
っ
て
記
す

と
い
う
態
度
で
書
か
れ
て
い
る
と
は
期
待
し
が
た
い
。
む
し
ろ
文
飾
を
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

序
文
の
文
脈
を
追
っ
て
き
た
が
、
結
局
こ
の
よ
う
に
考
え
る
し
か
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
序
文
を
偽
作
と
す
る
の
で
は
な
く
、
事
実
が
正
確
に
書
か
れ
た
も
の
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萬
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所
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之

勅
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古
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追
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史

述
を
命
ず

元
正
朝

完
了
（
720
）

『
日
本
書
紀
』
三
十
巻
・
系
図

一
巻

上



愛
知
淑
徳
大
学
論
集―

文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇―　

第
三
十
七
号

八

と
す
る
の
で
も
な
く
、
文
飾
や
誇
張
を
含
む
も
の
と
覚
悟
し
て
読
ま
ね
ば
な
る

ま
い
。

『
古
事
記
』
を
修
史
事
業
の
流
れ
の
な
か
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
困
難
な
の

も
、
序
文
に
何
ら
か
の
作
為
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
序
文
が
『
古
事

記
』
を
修
史
事
業
の
主
産
物
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語
る
の
は
、
『
古
事
記
』
の

意
義
を
誇
大
に
表
現
す
る
た
め
の
文
飾
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
『
古
事
記
』
は

本
来
、
後
世
に
正
実
を
伝
え
る
歴
史
書
た
る
べ
く

録
さ
れ
た
書
物
で
は
な

く
、
別
の
目
的
で
編
ま
れ
た
副
産
物
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る

）
27
（

。

六

と
は
い
え
、
序
文
が
真
作
で
あ
る
か
ぎ
り
、
同
時
代
に
架
空
の
人
物
を
設
け

る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
天
武
が
阿
礼
に
命
じ
た

と
い
う
「
誦
習
帝
皇
日
継
及
先
代
舊
辞
」
と
は
如
何
な
る
こ
と
か
。
こ
こ
で
は

細
部
に
も
目
を
向
け
、
「
誦
習
」
の
語
義
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
誦
習
」
に
つ
い
て
は
暗
誦
説
・
訓
読
説
・
節
づ
け
説
な
ど
が
展
開
さ
れ
て

き
た
が
、
西
條
勉
の
次
の
説
明
に
従
い
た
い
。

阿
礼
の
誦
習
は
原
資
料
の
訓
み
解
き
を
含
む
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
み

の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
節
づ
け
の
よ
み
に
あ
っ
た

）
28
（

。

「
誦
」
の
字
義
は
「
文
字
か
ら
目
を
離
し
て
節
づ
け
で
吟
詠
す
る

）
29
（

」
こ
と
で
、

単
な
る
暗
誦
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
誦
」
と
「
読
」
に
は
区
別
が
あ
り
、
原
資

料
の
解
読
な
ら
ば「
読
習
」と
あ
っ
た
は
ず
だ
。
つ
ま
り
、暗
誦
や
訓
読
は「
誦
」

の
前
提
と
し
て
あ
る
が
、
重
点
が
お
か
れ
る
の
は
節
を
つ
け
て
よ
む
こ
と
で
、

そ
れ
を
繰
り
返
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
の
が
「
誦
習
」だ
、
と
い
う
。
さ
ら
に
、

「
不
完
全
な
テ
ク
ス
ト
は
誦
む
に
値
し
な
い

）
30
（

」
の
だ
か
ら
、
阿
礼
が
誦
習
し
た

「
帝
皇
日
継
」・「
先
代
舊
辞
」
と
は
権
威
あ
る
テ
ク
ス
ト
、
天
武
の
命
で
記
定

さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
は
ず
だ
、
と
い
う
の
だ
が
、
テ
ク
ス
ト
の
実
態
を

問
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
は
納
得
で
き
る
。

で
は
、
天
武
は
何
の
た
め
に
阿
礼
に
「
誦
習
」
を
命
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ

の
点
に
関
し
て
、
西
條
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

…
…
阿
礼
の
誦
と
は
、
天
武
朝
の
文
献
の
ヨ
ミ
を
、
そ
の
文
字
表
記
か
ら

離
れ
た
次
元
で
承
け
継
い
で
い
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
誦
習
者
た
る
稗
田
阿

礼
は
、
文
字
こ
と
ば
の
管
理
者
と
い
う
よ
り
は
声
の
こ
と
ば
の
伝
達
者
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
武
朝
の
文
献
は
、《
文
字
の
こ
と
ば
》
と
《
声
の

こ
と
ば
》
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
《
こ
と
ば

の
表
現
》
が
二
元
的
な
か
た
ち
で
相
互
に
補
い
合
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

理
由
は
、
天
武
朝
と
い
う
時
代
に
お
い
て
は
、
こ
と
ば
の
表
現
が
、
ま
だ
、

文
字
の
次
元
で
完
全
に
は
自
律
し
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う

）
31
（

。

西
條
に
か
ぎ
ら
ず
、
阿
礼
が
文
献
の
訓
み
を
伝
え
た
と
説
明
す
る
も
の
が
ほ
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九

と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
説
明
は
、
次
の
批
判
を
克
服
で
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

若
し
専
ら
文
字
を
使
用
す
る
だ
け
の
事
で
あ
る
な
ら
ば
、
誦
習
せ
し
め
る

と
い
ふ
は
不
可
解
で
あ
る
。
若
し
字
の
訓
み
方
が
わ
か
ら
ず
、
訓
み
に
く

い
な
ら
ば
、
萬
葉
仮
名
で
仮
名
を
つ
け
れ
ば
よ
い
。
大
宝
二
年
の
戸
籍
か

ら
萬
葉
仮
名
を
使
つ
て
あ
る

）
32
（

。

右
は
山
田
孝
雄
が
訓
読
説
に
対
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
献
の
訓
み

を
伝
え
た
と
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
批
判
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
ど
ん
な
に
文
字
列
か
ら
か
け
離
れ
た
訓
み
で
あ
っ
て
も
、
現
『
古
事
記
』

が
注
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
文
字
で
表
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
山
田
自
身
の
採
る
節
づ
け
説
に
し
て
も
、
節
を
表
す
文
字―

山
田
は
声
注
を
そ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る―

を
加
え
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
天
武
は
は
じ
め
か
ら
「
運
移
世
異
、
未
行
其
事
矣
」
と
い
う
事
態
を

想
定
し
て
、
阿
礼
に
誦
習
を
命
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。
節
を
つ
け
て
よ
む
「
誦
」

と
は
、
書
物
を
人
に
よ
み
聴
か
せ
る
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ

が
、
安
萬
侶
の
よ
う
な
「
運
移
世
異
」
の
後
の
人
に
聴
か
せ
る
た
め
に
、
阿
礼

は
誦
習
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
序
文
の
文
脈
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
に
考
え

る
の
は
無
理
で
あ
る
。
天
武
が
阿
礼
に
誦
習
を
命
じ
た
の
が
事
実
と
す
れ
ば
、

「
帝
皇
日
継
」
・
「
先
代
舊
辞
」
を
人
々
に
よ
み
聴
か
せ
る
こ
と
が
、
天
武
朝
に

お
い
て
実
際
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

古
代
に
お
い
て
は
、
口
頭
で
の
情
報
伝
達
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。

賀
正
礼
畢
り
て
、
即
ち
改
新
之
詔
を
宣
ら
し
て
曰
は
く
、
…
…
。

（「
孝
徳
紀
」
大
化
二
年
正
月
甲
子
朔
条
）

右
の
例
に
み
る
よ
う
に
、
新
制
が
定
め
ら
れ
た
際
、
そ
れ
が
口
頭
で
読
み
あ

げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た

）
33
（

。
音
読
さ
れ
た
の
は
法
制
な
ど
に
か
ぎ
ら
ず
、

直
広
肆
当
摩
真
人
智
徳
、
皇
祖
等
の
騰
極
の
次
第
を
奉
誄
る
。
礼
な
り
。

古
に
は
日
嗣
と
云
ふ
な
り
。 

（
「
持
統
紀
」
二
年
十
一
月
乙
丑
条
）

百
官
、
神

官
に
会
集
り
て
、
天
神
地

の
事
を
奉
宣
る
。

（
同
三
年
八
月
壬
午
条
）

と
い
っ
た
、
内
容
的
に
「
帝
皇
日
継
」
や
「
先
代
舊
辞
」
に
近
い
例
も
み
え
る
。

天
武
十
年
三
月
丙
戌
の
詔
を
う
け
て
記
定
さ
れ
た
「
帝
紀
」・「
上
古
諸
事
」
が
、

音
読
さ
れ
る
場
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
阿
礼
が
一
定

の
節
を
つ
け
て
読
み
あ
げ
た
と
す
れ
ば
、
人
々
に
周
知
す
る
た
め
で
、
何
度
か

行
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、「
欲
流
後
葉
」
と
い
う
目
的
に
も
適
う
行

事
で
あ
っ
た

）
34
（

。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
、
天
武
朝
に
お
け
る
阿
礼
の
役
割
が
み
え
て
く
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る
の
で
あ
る
。

七

最
後
に
、
元
明
が
安
萬
侶
に

録
さ
せ
た
「
稗
田
阿
礼
所
誦
之
勅
語
舊
辞
」

と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
が
残
る
。
阿
礼
が
文
献
の
訓
み
を
伝
え
た
と
い
う
説

を
採
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
途
端
に
元
明
朝
に
お
け
る
阿
礼
の
役
割
は
み
え
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

次
田
潤
は
、
序
文
第
二
段
に
「
時
有
舎
人
。
姓
稗
田
、
名
阿
礼
、
年
是
廿
八
」

と
あ
る
の
を
、
「
伝
記
を
記
す
よ
う
な
文
章
が
用
ゐ
て
あ
る
」
と
評
し
、「
阿
礼

は
既
に
故
人
で
あ
つ
た
」
と
判
断
し
て
い
る

）
35
（

。
倉
野
憲
司
も
、

此
の
表
文
は
天
武
帝
に
上
る
も
の
で
は
な
く
し
て
元
明
帝
へ
上
る
も
の
で

あ
り
、
「
時
有
舎
人
、
云
々
」
と
い
ふ
書
振
り
か
ら
見
れ
ば
、
安
萬
侶

録
の
当
時
、
阿
礼
は
既
に
故
人
に
な
つ
て
ゐ
た
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

（
当
時
阿
礼
の
在
世
を
信

ず
る
学
者
が
甚
だ
多
い

）、
さ
す
れ
ば
阿
礼
の
聡
明
を
激
賞
し
て
も
何
の
差
支
へ

は
無
い
筈
で
あ
る
。
且
、
こ
こ
の
文
は
五
経
正
義
の
表
文
に
孔
穎
達
を
ほ

め
て
「
宏
材
碩
学
。
名
振
当
時
」
と
あ
る
の
に
拠
つ
た
こ
と
を
思
へ
ば
、

思
ひ
半
に
過
ぐ
る
も
の
が
あ
ら
う

）
36
（

。

と
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
後
に
こ
れ
を
「
撤
去
」
し
て
い
る

）
37
（

。
そ
の
理
由

は
述
べ
て
い
な
い
が
、「
誦
習
」に
つ
い
て
の
見
解
を
、原
資
料
の
解
読
に
か
ぎ
っ

た
訓
読
説
か
ら
、
そ
れ
に
節
づ
け
説
を
加
え
た
も
の
に
変
更
し
た
た
め
と
判
断

で
き
る

）
38
（

。

一
方
、
現
在
ほ
と
ん
ど
疑
わ
れ
て
い
な
い
の
が
、
宣
長
以
来
の
阿
礼
生
存
説

で
あ
る
。

こ
ゝ
の
文
の
さ
ま
を
思
ふ
に
、
阿
礼
此
時
な
ほ
存
在
り
と
見
え
た
り
、（
注

略
）
か
く
て
彼
清
御
原
朝
御
世
に
、
誦
習
ひ
お
き
つ
る
帝
紀
旧
辞
は
、
此

人
の
口
に
の
こ
れ
る
を
、
今
安
萬
侶
朝
臣
に
詔
命
仰
せ
て
、

録
し
め
賜

ふ
な
り

）
39
（

、

天
武
が
口
授
し
た
の
を
そ
の
ま
ま
よ
み
伝
え
て
い
た
、
と
い
う
の
が
宣
長
の

暗
誦
説
だ
か
ら
、
阿
礼
を
存
命
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
こ
ゝ
の
文
の
さ
ま
を
思
ふ
に
」
と
い
う
だ
け
で
、
特
に
根
拠
を
示

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
次
田
が
「
伝
記
を
記
す
よ
う
な
文
章
」
と
い
う
の

と
お
あ
い
こ
だ
ろ
う
。
そ
の
後
も
、
特
に
生
存
説
を
補
強
す
る
も
の
は
み
あ
た

ら
な
い
。

倉
野
自
身
に
よ
り
撤
回
さ
れ
て
し
ま
っ
た
死
亡
説
は
と
い
え
ば
、「
書
振
り
」

の
ほ
か
に
、
序
文
の
典
拠
と
さ
れ
る
「
進
五
経
正
義
表
」
中
の
孔
穎
達
の
表
現

を
挙
げ
て
い
る
。
西
宮
一
民
が
示
し
た
序
文
と
「
進
五
経
正
義
表
」
と
の
対
応

関
係
に
よ
れ
ば
、
序
文
に
お
け
る
阿
礼
に
あ
た
る
の
が
、
「
進
五
経
正
義
表
」

に
お
け
る
孔
穎
達
で
あ
る

）
40
（

。
「
と
も
に
二
度
の
成
立
過
程
を
も
つ
と
い
うマ

マ

筋
書

き
が
一
致
し
て
ゐ
る
」
両
者
だ
が
、
孔
穎
達
は
上
表
当
時
す
で
に
故
人
で
あ
っ
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た
。
倉
野
が
「
思
ひ
半
に
過
ぐ
る
も
の
が
あ
ら
う
」
と
い
っ
た
の
は
こ
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
を
も
っ
て
阿
礼
死
亡
説
の
根
拠
と
す
る
に
は
不
安
が
あ

る
）
41
（

。
た
だ
、
元
明
朝
で
の
阿
礼
を
生
者
と
す
る
か
死
者
と
す
る
か
は
、
倉
野
が

見
解
を
変
え
た
例
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
誦
習
」
の
考
え
方
如
何
に

か
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
阿
礼
の
存
在
を
伝
え

る
も
の
は
『
古
事
記
』
序
文
し
か
な
く
、
そ
こ
に
は
ど
ち
ら
と
も
は
っ
き
り
書

か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
の
筆
者
は
、
天
武
朝
に
お
い
て
阿
礼
の
「
誦
」
が
実
行
さ
れ
、
元
明
朝

に
お
い
て
阿
礼
の
役
割
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
せ
い
で
あ

ろ
う
か
、
阿
礼
は
故
人
と
書
か
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る

0

0

0

。

注

（
1
）『
国
語
と
国
文
学
』
八
七―

一
一
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
。
矢
嶋
泉
『
古
事
記
の
文

字
世
界
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
所
収
。

（
2
）『
古
事
記
』
の
引
用
は
原
則
と
し
て
西
宮
一
民
編
『
古
事
記
　

修
訂
版
』（
お
う
ふ
う
、

二
〇
〇
〇
年
一
一
月
）
に
よ
る
。

（
3
）『
古
代
探
求
』
（『
松
本
清
張
全
集
』
三
三
〈
文
藝
春
秋
、
一
九
七
四
年
三
月
〉。
初
出

一
九
七
一
年
三
月
）、
一
七
二
頁
。

（
4
）『
古
史
徴
開
題
記
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
六
年
九
月
）、
一
二
七
頁
。

（
5
）「
稗
田
阿
礼
」（
『
定
本
　

柳
田
国
男
集
』
第
九
巻
〈
筑
摩
書
房
、一
九
六
二
年
三
月
〉。

初
出
一
九
二
七
年
一
二
月
）。

（
6
）
三
谷
栄
一「
古
事
記
と
海
人
族
の
伝
承
」（
『
日
本
文
学
の
民
俗
学
的
研
究
』〈
有
精
堂
、

一
九
六
〇
年
七
月
〉
第
三
編
第
一
章
。
初
出
一
九
五
七
年
一
二
月
）、
西
郷
信
綱
「
稗

田
阿
礼
」（
『
西
郷
信
綱
著
作
集
』
第
一
巻
〈
平
凡
社
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
〉。
初

出
一
九
七
二
年
一
一
月
）
な
ど
。

（
7
）
山
田
孝
雄
述
『
古
事
記
序
文
講
義
』（
志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社
、
一
九
三
五
年

一
一
月
）、
一
四
八
～
一
五
一
頁
な
ど
。

（
8
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
書
紀
私
記
』、
四
頁
。

（
9
）
『
西
宮
記
』
臨
時
一
裏
書
・
貢
猿
女
事
条
（
新
訂
増
補
故
実
叢
書
『
西
宮
記
』
第

二
、
二
四
八
頁
）。

（
10
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
類
聚
三
代
格
』、
二
九
頁
。

（
11
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
延
喜
式
』
、
三
九
五
頁
。

（
12
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
政
事
要
略
』、
六
八
五
頁
。
ち
な
み
に
、
右
少
史
は
正
七
位

上
相
当
官
で
あ
る
。

（
13
）
前
掲
注
（
5
）
論
文
。

（
14
）
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
古
事
記
』
（
一
九
七
九
年
六
月
）
解
説
、
二
八
八
頁
。

（
15
）
佐
伯
有
清
『
新

姓
氏
録
の
研
究
』
考
証
篇
第
二
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
三

月
）、
四
五
九
頁
。

（
16
）
次
に
引
く
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
五
月
壬
午
条
に
つ
い
て
は
、
早
く
本

居
宣
長
の
指
摘
が
あ
る
（
『
古
事
記
伝
』
二
十
之
巻
）。

 

天
皇
誕
生
。
有
二

乳
母
姓
神
野
一

。
先
朝
之
制
。
毎
二

皇
子
生
一

。
以
二

乳
母
姓
一

。

為
二

之
名
一

焉
。
故
以
二

神
野
一

為
二

天
皇
諱
一

。

 

な
お
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
光
仁
天
皇
第
三
皇
子
の

田
親
王
（
『
続
日
本
紀
』
天
応

元
年
十
二
月
辛
丑
条
）
の
乳
母
は
稗
田
氏
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
17
）「
斉
明
紀
」
七
年
正
月
甲
辰
条
（
引
用
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
③
』

〈
小
学
館
、
一
九
九
八
年
六
月
〉。
以
下
同
）。

 
御
船
、
大
伯
海
に
到
る
。
時
に
大
田
姫
皇
女
、
女
を
産
む
。
仍
り
て
是
の
女
を
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集―

文
学
部
・
文
学
研
究
科
篇―　

第
三
十
七
号

一
二

名
け
て
、
大
伯
皇
女
と
曰
ふ
。

（
18
）
い
ず
れ
も
「
天
武
紀
」
下
に
み
え
る
人
名
。

（
19
）
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
』
第
一
巻
序
文
篇
（
三
省
堂
、
一
九
七
三
年
一
二
月
）、

六
三
頁
。

（
20
）『
古
事
記
伝
』
二
之
巻
（
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
〈
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
七

月
〉、
六
七
頁
）。

（
21
）
逐
語
的
に
訳
し
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
山
田
が
「
こ
ゝ
は
対
句
で
あ
る
。
そ
こ
で

古
照
今
の
二
句
を
一
括
し
て
解
す
べ
き
で
あ
る
」（
前
掲
注
（
7
）
書
、
七
六
頁
）

と
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

（
22
）『
古
事
記
の
歴
史
意
識
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）、
六
二
～
七
二
頁
。

（
23
）
前
掲
注
（
22
）
書
、
七
一
～
七
三
頁
。

（
24
）「
古
事
記
「
序
」
を
疑
う
」（
『
古
事
記
年
報
』
四
七
、二
〇
〇
五
年
一
月
）。

（
25
）
前
掲
注
（
22
）
書
、
四
〇
～
八
〇
頁
。

（
26
）「
訓
詁
か
ら
見
た
『
古
事
記
』
」（
『
上
代
日
本
語
表
現
と
訓
詁
』
〈
塙
書
房
、

二
〇
〇
五
年
九
月
〉
第
一
章
第
一
節
。
初
出
一
九
九
九
年
一
〇
月
）。

（
27
）
青
木
和
夫
「
古
事
記

進
の
事
情
」
（『
白
鳳
・
天
平
の
時
代
』
〈
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
三
年
五
月
〉
第
二
Ⅲ
。
初
出
一
九
九
七
年
七
月
）
は
「
首
皇
子
（
聖
武
）
の

帝
王
教
育
の
た
め
に
祖
母
の
元
明
が
さ
し
あ
た
っ
て

進
さ
せ
た
史
書
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
。

（
28
）「
記
定
・
誦
習
・

録
」（
『
古
事
記
の
文
字
法
』〈
笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年
六
月
〉

第
三
章
。
初
出
一
九
八
七
年
一
二
月
）。
な
お
、
西
條
説
は
岡
田
正
之
の
節
づ
け
説

（『
近
江
奈
良
朝
の
漢
文
学
』〈
一
九
二
九
年
七
月
〉
第
三
編
第
一
章
）
を
発
展
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。

（
29
）「
本
文
と
訓
注
」（
前
掲
注
（
28
）
書
第
五
章
。
初
出
一
九
九
一
年
一
月
）。

（
30
）
前
掲
注
（
28
）
論
文
。

（
31
）
前
掲
注
（
29
）
論
文
。

（
32
）
前
掲
注
（
7
）
書
、
一
六
四
頁
。

（
33
）
「
宣
」
が
音
読
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、「
中
臣
金
連
宣　
二

祝
詞　
一

」（「
天
智
紀
」

九
年
三
月
壬
午
条
）
な
ど
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

（
34
）
渡
辺
滋
『
古
代
・
中
世
の
情
報
伝
達―

文
字
と
音
声
・
記
憶
の
機
能
論―

』（
八
木

書
店
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）、
二
二
頁
。

 

情
報
を
音
声
で
伝
達
す
る
行
為
に
記
憶
を
強
め
る
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
発

声
を
効
果
的
に
行
う
特
定
の
方
式
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
日

本
古
代
の
社
会
で
も
、
重
要
な
文
字
情
報
を
音
声
化
し
て
伝
達
す
る
際
、
一
定

の
方
式
に
基
づ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

（
35
）
『
古
事
記
新
講
』（
明
治
書
院
、
一
九
二
四
年
一
一
月
）、
一
一
頁
。
た
だ
し
次
田
は
、

声
注
・
訓
注
を
阿
礼
誦
習
時
の
付
記
に
も
と
づ
く
と
す
る
訓
読
説
を
採
る
（
同
書
、

八
頁
）。

（
36
）
「
古
事
記
の
研
究
」
（
『
岩
波
講
座
日
本
文
学
』
第
六
巻
〈
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年

五
月
〉）。

（
37
）「
古
事
記
生
成
過
程
論
」（
『
古
事
記
論
攷
』〈
立
命
館
出
版
部
、一
九
四
四
年
七
月
〉。

初
出
一
九
三
六
年
一
一
月
）
。

（
38
）
山
田
前
掲
注
（
7
）
書
の
節
づ
け
説
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

（
39
）
『
古
事
記
伝
』
二
之
巻
（
前
掲
注
（
20
）
書
、
七
四
～
七
五
頁
）。

（
40
）
『
古
事
記
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
三
年
一
〇
月
）
1
成
立
の
部
Ⅱ
本
文
篇
第

二
章
第
三
節
。
初
出
一
九
八
六
年
九
月
。

（
41
）
生
存
説
の
立
場
か
ら
、
孔
穎
達
が
故
人
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
序
文
は
そ
れ
に
替
え

て
「
薦

衡
表
」（『
文
選
』
）
中
の

衡
の
表
現
を
用
い
た
の
だ
、
と
も
い
え
よ
う
。
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